
 (1) 全事故に占める高齢者事故

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

1,532 19 1,806 1,689 1,939 -157 -10 -133 -9.3 -34.5 -6.9

589 10 391 614 412 -25 -9 -21 -4.1 -47.4 -5.1

構成率 (％ ) 38.4 52.6 21.7 36.4 21.2

379 4 226 395 237 -16 -11 -4.1 -4.6

259 6 165 257 175 2 -9 -10 0.8 -60.0 -5.7

490 4 254 503 271 -13 -3 -17 -2.6 -42.9 -6.3

 (2) 時間別発生状況

 (3) 道路形状別発生状況

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

589 10 391 614 412 -25 -9 -21 -4.1 -47.4 -5.1 

信 号 97 59 93 59 4 -2 4.3 -100.0 

そ の 他 200 3 128 214 129 -14 -5 -1 -6.5 -62.5 -0.8 

計 297 3 187 307 188 -10 -7 -1 -3.3 -70.0 -0.5 

構成率 (％ ) 50.4 30.0 47.8 50.0 45.6

27 24 57 34 -30 -3 -10 -52.6 -100.0 -29.4 

28 2 27 32 29 -4 -2 -12.5 -6.9 

237 5 153 218 161 19 1 -8 8.7 25.0 -5.0 

 (4) 事故類型別発生状況

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

589 10 391 614 412 -25 -9 -21 -4.1 -47.4 -5.1 

対 ・ 背 面 中 13 12 23 14 -10 -2 -2 -43.5 -100.0 -14.3 

横 断 中 53 6 43 67 52 -14 -9 -20.9 -17.3 

そ の 他 29 17 29 21 -1 -4 -100.0 -19.0 

計 95 6 72 119 87 -24 -3 -15 -20.2 -33.3 -17.2 

出 合 頭 52 33 36 23 16 -1 10 44.4 -100.0 43.5

右 左 折 時 31 18 27 15 4 3 14.8 ― 20.0

そ の 他 19 14 27 14 -8 -1 -29.6 -100.0 

計 102 65 90 52 12 -2 13 13.3 -100.0 25.0

正 面 衝 突 20 2 19 22 21 -2 1 -2 -9.1 100.0 -9.5 

追 突 102 76 111 88 -9 -12 -8.1 ― -13.6 

出 合 頭 136 86 131 80 5 -2 6 3.8 -100.0 7.5

右 折 時 36 18 39 20 -3 -2 -7.7 ― -10.0 

左 折 時 15 4 17 7 -2 -3 -11.8 ― -42.9 

そ の 他 65 32 49 22 16 10 32.7 ― 45.5

計 374 2 235 369 238 5 -1 -3 1.4 -33.3 -1.3 

18 2 19 36 35 -18 -3 -16 -50.0 -60.0 -45.7 

 (5) 高齢者の原因別（１当、２当の計）発生件数ワースト順位

・ ワースト １位 交差点安全進行 110 件（前年比  -11件）

・ ワースト ２位 安全不確認 102 件（前年比   14件）

・ ワースト ３位 前方不注意 82 件（前年比    8件）

・ ワースト ４位 一時不停止 44 件（前年比   13件）

・ ワースト ５位 動静不注視 34 件（前年比    5件）

３　高齢者事故（平成30年5月末）

○　高齢者事故の発生件数は、午前（10時～12時）の時間帯に最も多く発生している。
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○　高齢者の死者数は、朝（６時～８時）、夕（18時～20時）の時間帯に多い。
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○　高齢者の事故は全事故の38.4％を占めており、全死者19人のうち高齢者は10人である。
○　高齢者の事故は、件数、死者数及び傷者数の全てが減少している。　
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○　事故類型別の発生件数は、車両相互の出合頭が最も多い。
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○　交差点での発生件数が高齢者事故の約半数(50.4％)を占めている。
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